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■２０１０ 竜王公園 「四季の写真コンテスト」 （秋・冬の部） 
＜イベント概要＞ 

■目  的：  
竜王公園は、サクラやツツジ、菜の花といった春の花風景、秋の紅葉、広島市街地を見渡

す眺望や夜景、花火大会や初日の出の眺望、スポーツで汗を流す姿、家族連れがボール遊び

や虫取りを楽しむ姿など、四季それぞれに様々な風景がある。 

このような竜王公園での楽しみや喜びを再発見して多くの方々と共有し、竜王公園に親し

んでいただくこと、写真撮影・鑑賞そのものを楽しむという公園の文化的利用の促進を目的

として、竜王公園「四季の写真コンテスト」を開催する。 

■テ ーマ：竜王公園内で撮影したもの、あるいは周辺から竜王公園を撮影したもの。花の写真

に限らず、竜王公園での遊びや楽しみ、四季のうつろいを表現した作品。 

■応募期間：当日消印有効。各季節で特選（1点）、優秀賞（１点）を選出し、授賞式を行う。 

春・夏の部：平成22年4月 20日（月）～8月 31日（火）   授賞式： 9月 24日（金） 

秋・冬の部：平成22年 9月 1日（水）～平成23年 2月 28日（月） 授賞式：日時未定 

■賞 ・特選（春・夏の部、秋・冬の部で各1点）…賞状、賞金1万円 

・優秀賞（春・夏の部、秋・冬の部で各1点）…賞状、賞金3千円 

※特選、優秀賞は竜王公園管理センターにて展示、及び竜王公園ホームページにて掲載。（受賞

作品以外も一部展示・掲載。展示作品は審査員および公園にて選考。） 

■審査員：宗岡泰昭 氏（二科会写真部会友） 

■応募方法：応募作品の裏に応募票を貼り付け、応募作品を郵送あるいは持参。 

カラー又はモノクロで、キャビネサイズ（2L）～四つ切りサイズ（インクジェット

プリントの場合A4サイズでもよい） 

■参加費：無料（現像及びプリント料、郵送料は応募者負担） 

■応募規定 

①受賞作品の版権は主催者（竜王公園）に帰属し作品は返却しない。（電子メディア、印刷物等

に使用） 

②応募作品は竜王公園内で撮影されたものか、周辺から竜王公園を撮影されたものに限る。肖

像権等の発生の可能性のある作品は応募しない。被写体が人物の場合、応募に際しては必ず

ご本人（被写体）の承諾を得る。 

③受賞作品以外の応募作品は、授賞式の日から１ヶ月の間、竜王公園管理センターでの引き取

りに限り返却。 

④受賞作品は全て、ポジあるいはネガを提出する。デジタルは JPEGデータをCD等で提出。 

■主催：竜王公園 



 

 

 

 3

＜実施状況＞  

昨年度の年４回から今年度は年２回へ変更し、今回は秋と冬の季節感あふれる写真を中心

に応募いただきました。 

審査は、写真教室でも講師を行っていただいた宗岡泰昭氏（二科会写真部会友）に行ってい

ただき、特選、優秀賞をそれぞれ１点選出。受賞作品については、漠然と「良い」ではなく、

具体的にどのような点が良いのか、分かりやすく講評していただきました。 
表彰式は受賞者の方々のご都合に従い、管理センターで行いました。また授賞式に先立って

受賞作品をはじめとして、応募作品を管理センターに展示しました。 
今回の応募作品は「秋のわくわくパーク」の写真が多くみられましたが、そんななか受賞さ

れた作品は応募者が工夫をされ、竜王公園の秋の魅力を十二分に伝えた作品でした。 

こうした応募作品をきっかけに、今後違った視点で竜王公園の魅力をとらえた作品が応募さ

れ、来園者の方々にとっても新たな春・夏の竜王公園の再発見につながっているものと期待

したいです。 

ご応募いただいた方々、力作をどうもありがとうございました。 
 

■表彰式。「おめでとうございます。今後とも、竜王公園の風景の再発見をお願いします！」 



 

 

 

 4

四季の写真コンテスト 秋・冬の部 特選 

「 秋景 」 
満開の紅葉だけでも美しいのにこの日は、ガスもかかりいい雰囲気を醸し出してくれた。

お気に入りの一枚です。 

倉見 千恵子 

＜審査員評＞秋の早朝、朝の日差しの中、竜王公園の紅葉と背景の街並みの空気感がとても清々し

い写真に仕上がっています。公園を歩くファミリーだろうか？子供のバットから楽しい球技が目に

浮かぶようです。一年を通じて一番きれいな時期を切り取った作者の目は確かです。 
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四季の写真コンテスト 秋・冬の部 優秀賞 

「 早朝練習 」 
秋の早朝、親子で自転車乗りに挑戦、頑張っている姿を撮りました。 

川須宮 恒夫 

＜審査員評＞公園内で一人自転車で遊ぶ子供、雲一つ無い晴天、真っ赤に染まる紅葉、この写真を見ると子供の心に入り込むような写真です。空か

ら下がる紅葉、正面の２本の紅葉、構図がしっかりと決まっています。 
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イベントチラシ 


